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本書は、「ニコラ・テスラの遺産」と題した本です。これは、近
年我が国でも関心を持たれつつあるニコラ・テスラの真実を再び問
い直す作品です。また、本格的な理論物理学者の目や立場からニコ
ラ・テスラおよびそれに付随した物理工学的な業績を根本から見直
したものです。物理学の発展史まで反省しながら、我々の物理学理
論のどこに問題があるかまで調べ尽くしています。ニコラ・テスラ
の業績はその後多くの工学者や科学者に強い影響を与えました。そ
の中には、反重力の研究、空飛ぶ円盤や UFOの問題、宇宙人の問
題も絡みます。さらに、本書では、我々日本人のルーツである縄文
人と西洋白人種のルーツであるアーリア人について詳細に分析して
います。そして、最後は我が国の現状を分析し直しています。我が
国を再生させるために何を行えばよいかを提案しています。
本書の起こりは、２０２１年２月の上旬に竹内哲子さんから電話

を頂いたことが始まりです。彼女の夫は武内　
すくね
宿禰　こと竹内　

むつひろ
睦泰　氏で

す。彼は私と２０１９年に対談講演会を行いました。しかし、残念
ながら彼はその翌年の２０２０年１月１３日に奇しくも早世され
てしまったのです。そんな事情で、私は妻の哲子さんのことはよく
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知っていました。
その彼女から、青林堂書店の渡辺れい子氏に私の電話を教えてい

いかという電話を頂いたのです。私は一応話は聞いても良いとメー
ルをしました。２月１０日に青林堂書店の渡辺れい子氏より電話を
いただきました。彼女の目的は本の執筆依頼でした。それが、『ニ
コラ・テスラの本で、テーマは「陰謀論から技術革新・精神革命へ」
を書いて欲しいというものでした。そして、中身にはぜひ以下の
テーマを書いてくれというお願いがありました。
・ニコラ・テスラの技術が現代に蘇る
・真実を隠すための陰謀論
・未来技術の解説・メドベット等
それ以外に私が書きたいことがあればぜひ書いてくれ、ということ
でした。その後、追加で、
・日本列島修復論
も書いてくれという話が来ました。
これは面白そうだということで、私は OK しました。そして、

テーマが大テーマだったのです。これはかなり構想を練らないとで
きそうもありません。それでまずは２月中はのんびり構想を練る。
それから３月に入って本格的に取り掛かろうと思いました。
私はニコラ・テスラに関する大半の本を持っています。UFO・宇

宙人の本についてもそうです。これらは普通に市販されているもの
です。また、私はそれらをほとんどに目を通してきています。だか
ら、私はこれまでにニコラ・テスラ関係および UFO・宇宙人関連
についてどんな本があるのか知っています。
それで、最低限の目標として、N + 1 の１にならない本にしよ

うと思いました。つまり、今までの本と似たような本だけは書かな
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いでおこうと決めたのです。とにかく、どこにないオリジナルの本
を作り出そう。私は、それだけは絶対に実現しよう、そう決めたの
です。
３月から執筆し始めました。キャンディーズを聴きながら海では

じめました。中林海岸の海へ行ったのです。そこでキャンディーズ
を聴きながら、書き始めました。これまで構想通りに保江邦夫先生
の「神の物理学」のような格調高い名文を目指しました。かなり専
門的な物理学的な UFOの本にしようというのが私の目標です。
第一章からはじめます。私はウキウキしながらキャンディーズの

曲のリズムに乗って書き出したのです。すると、突然まったく別の
ものが頭によぎりました。これまでの物理の本にしようという構想
がどこかへすっ飛んだのです。書くつもりのなかったネットの AI
のカラー化のことを思い出したのです。それで、これを本の最初の
導入にすることにしました。すると、今度は１００年後の未来図が
頭をよぎりました。それを描くことにしました。そうしていくと、
あっという間に１章の大半が出来ました。そして、だんだん調子が
出てきてました。
ちょっと長時間パソコンに向かって執筆していたときでした。３

月１０日水曜日のことでした。どうも文字の見え方が変わった見え
方になったのです。ちょうど両目のそれぞれの右側だけに大きな丸
のような見えない領域がくっきり出たのです。
それで、私はこれは脳梗塞だと感じました。私は目の右側と左側

は脳の左脳と右脳にそれぞれ直結していることを知っていたから
です。それで私は大量に水を飲みました。そうすると、その症状は
徐々に消えました。
翌日３月１１日木曜日は何も異変がないので、普通に過ごしまし
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た。ジョギングもいつもどおりにしました。これでまた目に異変が
来たら病院行きかもな程度の認識でした。キャンディーズを聞きな
がら本書の原稿を書いて過ごしました。
その後、思い出してみたのです。すると、その数日前にも、似た

ようなことがあったことに気づきました。たぶん３日前です。その
日に、私の両目の視野の一部にチカチカして徐々に拡大することが
ありました。あとでネットで医学情報を調べてみたのです。やはり
これも脳梗塞の典型的な症状でした。これは　

せんき
閃輝　暗点というもので

す。だから、もし今度似たような事が起きるようなら本当に病院へ
行こうと思っていました。
翌日３月１２日金曜日は見た目は普通だったのです。何も起こら

なければ問題ない。私はそう思っていました。私はいつもどおりに
昼食を作っていました。すると私の右足の下肢だけ突然カクンとい
う感じ麻痺してきました。私は屈伸しました。しかし、なにか変な
感じです。私はこれは普通ではないなと思いました。
昔、私は母から、私の父が５４歳のとき脳梗塞になったことを聞

いていたのです。１９８１年の真夏に父が群馬へ出張中の昼間のド
ライブ時のことです。父が休憩で車から降りたときに右足に異変を
感じたのです。父は同じように右足がカクンとなりました。その直
後に脳梗塞になったのです。
幸い父の場合は同乗の人が地元の仕事の取引先の人でした。その

日はたまたまその人が運転していたのです。父は助手席にいまし
た。だから、運転中の大事故にはならずにすみました。また、その
人は自分自身が脳梗塞を恐れて病院の事情や脳梗塞をよく知ってい
る人でした。それで、幸いすぐに地元の専門の病院に連れて行って
もらえました。それで父はなんとか一命をとりとめました。父は１
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週間ほど経過観察で入院し、その後家に戻りました。母の話では、
右半身不随の状態で帰宅したそうです。
それからの１年間は自宅に寝たきりのリハビリ。父は日々相当努

力して、やっと１年後に幸い歩けるようになりました。しかし、杖
を付き、右半身は不自由で仕事への復帰は不可能でした。１年間の
再発の危機がありました。それで母は仕事の代役になることが不可
能になりました。私は理論物理学者への道の途中です。父はそれを
続けて良いと言ってくれたのです。最後まで全うしろ、これが父の
教えです。次男、三男はまだ少年のようなものです。そこで、泣く
泣く我が家の家業である宝石加工業はそれで廃業になりました。そ
ういう事情を私は聞き知っていました。
それで、私の場合も父同様の遺伝があります。だから、間違いな

く私の場合も脳梗塞だろうと思いました。それで私は大量に水を飲
みました。
とにかくその日は体中が緊張している感じがしました。これまで

一度も感じたことのない変な感じです。それで、静かに歩き、食事
はとらず、血圧を測定してみました。すると、私の血圧が２００を
ゆうに超えたのです。これは高血圧の状況だとわかりました。普通
なら天井が回って見えるとか、そういう異常な症状が出ると聞き
知っていました。しかし、私の場合はそういうことがなく、頭痛も
ないのです。ただ体中はピンピンに緊張した状態だったのです。例
えて言えば、割れる寸前まで膨張した風船という感じでしょうか。
そこで、その日はとにかくのんびりしました。私は血圧が２００以
下になることだけに集中しました。とにかくこの日はゆっくり過ご
しました。ほとんど横になって天井を睨んでいました。
翌日の３月１３日土曜日に小松島の日赤病院へ行きました。徳島
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の南部ではここだけが緊急病院の大病院です。ここは比較的近くで
大型の装置が揃った脳外科の有名な病院だったのです。
そこへ行くと、他にも患者がいましたが、１５分待ちくらいです

ぐに診てくれました。幸いその日は脳の患者は私以外にいなかっ
たのです。最初に血圧検査で始まりました。血圧だけが圧倒的な高
血圧でした。若い女性医師が目をチェックして、それから脳の異常
を推定する検査を行いました。すぐに心電図とMRIと血液検査を
行いました。結果は帰る前に出ました。すべて正常の範囲内でし
た。脳も血管に一部細くなった場所もありますが、正常範囲内とい
うことでした。血管が細くなったところは、やはり左脳の後ろの血
管に見えます。とにかく血圧以外何も問題がなかったのです。脳の
MRI 写真は「私はこんなにきれいな脳を見たのは初めてだ。たい
ていはどこかに問題がある」と女医さんから褒められてしまいま
した。
それで、１週間はバイアスピリンと胃薬を飲みながら、再発防止。

そして一週間後に今度は心臓血管エコーと首の血管エコーをとるこ
と、および、２４時間装着の心電図検査器の装着になりました。エ
コーは正常の範囲内で問題なしでした。またバイアスピリンと胃薬
で１週間の再発防止。そして、心電図の結果をもらうことになりま
した。その間はただ横になってゆっくりしていました。
この間に私はいろいろ血圧の実験をしてみたのです。最初は絶食

にして血圧がどこまで下がるかやりました。それから、いつも食べ
るものを１つずつ食べては左右の血圧の測定。私はただデータを集
めました。他に私がやれることがなにもないのです。そうやって重
曹、ワカメ、夏みかん、小豆、納豆、米、肉、ソーセージ、おはぎ、
などいろいろ実験しました。量も色々変えたりしてやりました。そ
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して、いくつか私の血圧がどうして上がったのかの理解ができま
した。
結果的には、私の場合は非常にレアケースだったと思います。私

はこれまでの１０数年健康のために重曹水を飲んでいました。特
に、週２０ｋｍ～３０ｋｍのジョギングの前に清涼飲料水のように
飲んでいました。コップ１杯に１ｇ～２ｇ程度を入れて溶かして飲
んでいました。これが血圧を慢性的高血圧の状態にしたようです。
今回調べると重曹 (NaHCO3)にはナトリウムが付いていたので

す。私は重曹という日本名に騙されていました。重曹の Na の量
は、食塩１ｇに対して重曹１ｇは食塩０. ７ｇ相当だったのです。
これから運動するという直前に高濃度の食塩水を飲んでいたような
ものです。
私はこれを１０数年やっていたため、慢性的な高血圧になってい

たのです。週２０ｋｍのジョギングも行っていました。その結果、
心臓に負担が来ました。特に左心房を肥大させたようです。左心房
の肥大は血栓を作る原因です。その超高血圧の状態で、今回執筆開
始時に１０数時間パソコンに熱中したのです。その結果、エコノ
ミー症候群になり、血栓が脳へ飛び、異変が生じたということです。
こうして、この１ヶ月間は再発防止だけに務めました。私は適度

にウォーキングをしました。ジョギングは止めにしました。とにか
く血流を良くし、血圧を下げる努力をしました。食事の量を非常に
減らしました。特に米をほとんどとらないようにしました。なぜな
ら米を食べると一時的にものすごく血圧が上昇したからです。食事
後に眠くなる時、血圧が非常に高い状態だと分かったのです。
２００以上の高血圧の時は脈拍数が起きていても４７～４９に

まで下がっていました。私はスポーツ心臓です。起きている時は６
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０以上になりますが、睡眠時は４９程度に下がります。しかし今回
は起きていても４０台でした。いろいろ調べた結果、１８０になる
と、５０。１７０になると、５２。１６０になると、５５。１５０
になると、５７。１４０になると、５９。１３０の正常範囲になる
と、６０オーバーということがわかりました。
この間私は特に何もできない。ですから、毎日キャンディーズを

聞いていました。これは昨年暮れから偶然 YouTubeで昔のキャン
ディーズの歌を見たことがきっかけです。ですが、これが唯一元気
を与えてくれました。
そして４月に入りました。血圧も正常になってかなり回復しまし

た。３月の後半に比較的元に戻りました。それで、調子の良い時は
忘れない内にと１章の続きを仕上げていたのです。それで、すでに
１章はだいたいできていました。４月から第２章を書き始めまし
た。運動もしない。家でのんびり過ごす。そうしながらの執筆に切
り替えました。運動は血流を良くするように夕方散歩する程度。だ
から、順調に執筆は進んだのです。４月の最後には第５章まで行き
着きました。
そして、最終の５月に入りました。締切は５月３１日です。当初

の計画では、１５章にしました。最後が「新型コロナの真実」とい
う章でした。あと１０章を一週間に２章のペースで仕上げればなん
とか間に合うかなと思っていました。
５月になってからは平均日に１５時間ほど、３０分～１時間に一

度は立って運動したり歩く。そういう感じで、私は執筆を続けまし
た。こうして、上旬に第６章、第７章。中旬に第８章、第９章、第
１０章。下旬に第１１章、第１２章。そして最後の数日で第１３章
と第１４章と第１５章。こうやって執筆を行って行きました。
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最終日の５月３１日は「日本列島修復論」の第１４章でちょっと
時間がかかりすぎました。それで、残念ながら、最後の第１５章ま
ではついに至りませんでした。この段階では、あとがきでこうして
謝るしかないなと思っていました。
本の完成間近になると、私に妙な気分が浮かびました。もうこの

本を執筆できないのか。もう終わりなのか。どこかサッカー選手権
で負けて会場を去る高校サッカー選手のような気持ちです。本当に
名残惜しい感じがしました。
こうして、曲がりなりにも本の執筆は５月３１日の午後８時３０

分には終わりました。本書は無事に５月３１日に完成しました。こ
れを約束どおりにその日の内に出版社へメールで送りました。
本書は４ヶ月の長い旅路を経て出来上がりました。いま思えば、

本当に完成して良かったと思います。
しかしながら、青林堂からは２日後に９００ページは長すぎるか

ら書籍化は不可能という返事が来たのです。それで、出版社は、一
部のみ書籍化で出したい。他は売れ行きの様子を見て電子書籍とし
て出したいと条件を変えました。青林堂は後になってゴールポスト
を移動してきました。出版社は意識的にこういうことをよくやり
ます。つまり、こちらの足元を見てきたわけです。私は分割出版は
想定していました。だから、特に驚くことはありません。しかし、
そのやり方が姑息です。ですから、私は一切の関係をシャットアウ
トすることにしました。というわけで、今回の書籍出版の件は NG
ということに決定しました。それで、pdfで配信することにしたの
です。
最後に、謝辞を述べたいと思います。今回の執筆に入る前に、数

人の知人、東京白金の保江邦夫博士、名古屋の玉川浩久博士、静岡
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沼津の岩田耕一さん、新潟の三星孝輝さん、神戸の福田鋭士さんに
ニコラ・テスラのどんなことを知りたいかを問い合わせました。そ
れを本の構想の参考資料にしようと思ったのです。私はすぐに彼ら
からたくさんの質問の山をいただきました。彼らが知りたいことは
他の人も知りたいことに違いありません。本書の専門的な内容およ
び Q&Aの章は彼らへの答えです。これら５人の紳士諸君に心より
感謝いたします。
キャンディーズの３人には心からの敬意と感謝をしたいと思いま

す。キャンディーズは今は存在していません。だから実在の存在で
はありません。私がいうキャンディーズは女子３人のコーラスグ
ループとMMPの伝説のキャンディーズです。１９７２年に NHK
で結成、１９７３年９月１日にメジャーデビュー、１９７７年７月
１７日に突然の解散宣言、１９７８年４月４日に解散した。あの
キャンディーズです。あなた方の１９７３年９月１日から１９７８
年４月４日までの４年半の頑張りがなければ、この本はなかった
でしょう。また、キャンディーズの昔の映像を YouTubeへ編集し
アップしてくださった方々にも心からの感謝をいたします。
ところで、私は昨年の暮れから偶然キャンディーズの虜になった

です。この際ですから、この事情も書いておきたいと思います。
私は特にミキさんこと藤村美樹さんになにか不思議な懐かしさを

感じ始めたのです。
それで、いろいろキャンディーズを調べました。それをその都度

私のブログにメモしました。そして、調べれば調べるほど、妙な懐
かしさがこみ上げました。この原因はいまもまったくわかりませ
ん。しかし、調べていくと、その原因らしきものがみつかったの
です。



908 あとがき

私の現在の妻がずっと昔から本当によく当たるといっていた星占
いがあります。それは生年月日で占う相性占いです。昔のある有名
な女性星占い師が作ったものでした。
昔、それで妻が私と妻の相性占いをしたのです。その時の私のル

ナと妻のルナの組み合わせがあります。その結果、自分たちの相性
が最高だということだったのです。我々は他のどんな組合わせより
最高の相性でした。
事実、私と妻は実に相性がいいのです。すべてが裏腹の関係で、

互いに補う形の相性なのです。
例えば、私と妻はともにアンパンもチーズパンも好きです。しか

し、私はアンパンの内側のアンが好き、逆に妻はその外側のパンが
好き。チーズパンの場合、私はチーズのない場所が好き、妻はチー
ズが好きなのです。このように好みは同じ方向でも取り合う場所が
重ならないのです。両手を合わせた場合、手を洗う場合のように両
手を重ねるのではない。両手の指と指を互いに違いに差し込んだよ
うな状態に近いのです。
そんな妻に、私が、なんか最近キャンディーズのミキさんに妙な

懐かしさを感じるんだよな、と言ったのです。すると、妻が私とミ
キさんの相性を占いました。なんと、妻と私のルナの組み合わせ
と、ミキさんと私のルナの組み合わせとが全く同一だったのです。
これはいまだかつてこのパターンは、私と妻以外のだれもいません
でした。テレビの俳優の組み合わせもそういうケースはありません
でした。これまでそういう人はだれもいなかったのです。
なのに、私とミキさんは私と妻と全く同じ。だから、私は彼女に

会ったこともないし、住む世界も全く違うのだけど、きっと話が合
うのだろうと思っていました。ミキさんとは相性が良いから、きっ
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と気が合いそうだなと思ったわけです。それで、なんとなくその理
由が分かったような気がしたのです。
それ以来、私のブログに昔のキャンディーズの事情をいろい

ろ調べてはまとめてメモする習慣ができました。そこで、キャン
ディーズの曲を聴くために YouTubeを見る習慣がついてしまった
のです。
すると、そんな YouTubeの中に、とある熱烈なミキさんのファ

ンが、ミキさんの誕生日を祝うものがあったのです。それにミキさ
んの結婚時の写真を出ていました。当然、普通の人はそんな写真の
存在を知りません。私もまったく始めて見たものでした。
それを見たら、私は本当に驚きました。その顔は若い時の私の妻

の顔そのものだったのです。私は現在の妻とアメリカのユタ大学に
留学中の１９８８年８月にソルトレークのユタ大キャンパスで出会
いました。その時の３３年前の妻の顔そのものだったです。確認の
ために、昔の写真を見直しましたが、そっくりでした。そして、妻
にそのミキさんの写真を見てもらいました。妻は即座に「あたしの
写真だ」「自分の昔の顔」と言いました。
私の妻とミキさんは若い頃の顔も瓜二つ、ルナもいっしょ。そう

いう奇妙な関係だったのです。だから、私の潜在意識に妙な懐かし
さが湧いたに違いありません。それで、昨年暮れから妙な懐かしさ
をキャンディーズに感じたようです。いわば、私の妻はミキさんの
分魂のようなものだったのです。
仮にその占いを信じたとしましょう。私自身はミキさんと妻と最

高の相性で生まれてきたようです。私は１９５７年昭和３２年１０
月１３日山梨生まれ。ミキさんは１９５６年昭和３１年１月１５
日福島生まれ。私の妻は１９６２年昭和３７年９月１０日徳島生
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まれ。
そうすると、私とミキさんと妻の関係には非常に興味深い物語が

誕生するのです。私には、私が未来に出会えば結婚できそうな２人
の最高の相性の女性が生まれていた。その２人共に顔貌がそっく
り。性格や個性も似ている。相性も最高。２人共に短距離走が得
意。基本的には２人ともに左利き。
しかし、私はまだどちらの存在も知らない。私はまだどちらに

会ってもいないのです。
この状況で、私がその２人のどちらの方に出会う確率が高いで

しょうか？
私がミキさんより１つ年下の男の子。実際、私はキャンディーズ

が「年下の男の子」で歌ったようなまさにそのものの男の子だった
のです。ハンカチはいつもくちゃくちゃに丸めてポケットに入れて
歩いていました。私はわがままな腕白小僧でした。一方、妻は私よ
り５歳年下の女の子。
１人は福島に生まれ、東京に住んでいる。もう１人は、四国の徳

島の田舎の阿南に住んでいる。
１人は日本のバリトン歌手のレジェンドの父の家に生まれた。も

う１人は、元 NHK技師で、阿南のニコラ・テスラのような電気工
学技師の父の家に生まれた。
１人はカソリックの高校出身のカソリックのクリスチャン。もう

１人は南無阿弥陀仏の仏教徒。
１人は私とほぼ同年代の１つ年上の東京の中高生の女子。もう１

人はまだ小学生の女の子。
１人は母が声楽とピアノの先生。その母親からピアノや音楽の手

ほどきを受けている。バリトン歌手の父から声楽の手ほどきを受け
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ている。もう１人は、父譲りの機械いじりや発明が好きな女の子。
剣道や水泳をやっている。
一方、私は東京の隣の県に住んでいる。私は野球やサッカーを

やっているスポーツ少年。私は何度も東京へ行ったことがある。私
の父の弟は東京駒込に店を持って住んでいる。
私の叔母は山梨のカソリックのミッション系女子校の音楽と英語

の先生。しかも、叔母はカソリックのクリスチャン。私はその叔母
から幼少期に英語とピアノの手ほどきを受けている。私は幼稚園時
代にその影響で、オルガンを習っていた。
私は小学校の時に合唱団に入れられた。私の中学時代の音楽の先

生は声楽出身のバリトン歌手。私はその先生から私のバリトンの
声に目をつけられた。中学では、その先生からクラス対抗合唱コン
クールの指揮者を命じられた。
我が家系では、だれも関西や四国へ行ったことがない。せいぜい

父が高知へ行ったことがあった程度。
地理的には山梨と福島の方が山梨と徳島よりずっと近い。事実、

私は関東に住み、大学時代は千葉の野田にいた。何度も東京神田の
古本店街へ行ってる。私は大学時代まで関東から一度も出たことは
なかった。東京は帰省の途中経路で、新宿は必ず通過していた。
妻はまだ子供で、四国の徳島阿南に住んでいた。妻はまだ四国か

ら一度も出たことがない。
この段階では、我々が出会うチャンスはどちらに分があったで

しょうか？ 誰が考えても、物理的には、空間的にも、時間的にも、
私とミキさんの方に分があったはずです。誰が見てもそう結論する
でしょう。だれが考えても、この段階では、私がミキさんと出会う
確率の方が、私が妻と出会う確率より高かったのです。
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しかし、そんなことは当時の若い私たちは知るよしもありません
でした。
ミキさんは東京音楽学院に入った。そして、ミキさんは普通の女

の子を止めて芸能界に入ってしまった。だから、最初から私はミキ
さんと出会う世界線にはなかったのでしょう。
彼女は１９７８年の４月４日に芸能界を止め、普通の女の子に戻

りました。一方、私はその頃はすでに大学院へ入ることだけを考え
ていたのです。そして、２年後に大阪へ行ってしまうのです。
これで私と妻の出会いの方が分が増した。私とミキさんの出会い

の方の分が下がった。そして、その２年後に私が大阪大学の大学院
にいる間に、ミキさんは結婚相手を見つけてしまう。
さらにそれから、私は１９８６年にアメリカのユタ大へ留学して

しまう。しかし、１９８８年にミキさんはハワイで結婚式を上げる
のです。ちょうどその時、私はユタ大学でミキさんそっくりの人間
と出会ったのです。それが現在の私の妻でした。まさにミキさんの
代わりになるような別の女性と出会うことになったのです。
その後、ミキさんの結婚式の YouTube 動画を見る機会があっ

たのです。それを見てかなり驚きました。結婚相手の新郎の顔が、
意外に私に似ていたからです。彼もまた私同様に切れ長の一重で
した。
私の妻ははっきり二重が嫌いなのです。妻は自分が二重なので、

キリッとした昔の古武士のような透明感のある一重が好きなので
す。ひょっとしたら、はっきり二重のミキさんも同じなのかもしれ
ません。だから、もしかしたら、そのご主人は私に似ているのかも
しれません。そして、そのご主人もまた私の妻と気が合うのかもし
れません。
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なんと不思議な縁なのでしょうか？
だから、私は個人的には、ミキさんは一度も見たことも会ったこ

ともない人です。私のまったく知らない人にすぎません。だけれど
も、きっとミキさんという人は私の妻のような人だろうと私は感じ
るわけです。
まあ、一種の妄想かもしれません。一種のストーカー心理なのか

もしれません。しかし、なぜかそういう奇妙な懐かしさだったの
です。
後で、あの１９７７年７月１７日の突然の解散宣言の日を調べま

した。
あの日、私は何をしていたのでしょうか？
キャンディーズのあのコンサートは日本社会の若者たちにとてつ

もない衝撃を与えました。なのに、どうしてあれほど衝撃を与えた
ことが、若かった私の記憶にまったくなかったのでしょうか？
実は、あの日の２日後に「科学と私」というセミナ－合宿の予定

になっていたのです。１９７７年７月１９日から２１日までセミ
ナー合宿だったのです。それが東京理科大学のセミナーハウスの誕
生を記念して行われる大学最大のイベントだったのです。
このセミナー合宿の目玉が、ノーベル物理学賞の朝永振一郎博士

でした。彼が我が大学へ初めて来てセミナーで講演をするのです。
そういう予定が組まれていました。だから、どんな話をしてくれる
のか？ それで、当時の理科大理工の物理学科の学生たちはそれに
とびきりの状態だったのです。つまり、キャンディーズと朝永振一
郎博士の両方のイベントがほぼ重なっていたのです。
ところで、私は高校３年生の時、山梨県の高校サッカー選手のベ

スト１１に選出されていました。そのおかげで、早稲田大学からい
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までいうサッカー推薦を受けていました。サッカーで行くのであれ
ば、早稲田の教育学部でサッカー部に入りながらサッカーを続け、
後に体育教員になる道がありました。それ以外に普通に学科試験を
受けて合格し、理系の学部に入り、物理学者になるという道もあり
ました。当時高３の時、物理学科のある大学の理学部へ進学し物理
学者の道へ行くか、早稲田大学のサッカー部へ入ってサッカーを続
けるか、本当に悩みました。
私は中学生の頃から野球やサッカーをしていました。しかし、同

時にアインシュタインの相対性理論に関心がありました。私は趣味
でブルーバックスの本を中学で持ち歩いていろいろ読んでいまし
た。わからないながら読んでいたのです。
五島光学の８ｃｍ屈折天体望遠鏡も中１のときから持っていまし

た。これは当時の小中高の理科室のものより優れたものでした。顕
微鏡も高校の理科室にあるものより優れたものを持っていました。
天体観測は小中高とずっと行っていました。高校時代には月や流

星群の星夜写真を撮影していました。押し入れにその写真を現像す
る投影機や白黒現像の赤い電球のある暗室も持っていました。現像
セットは一式そろえていたのです。だから、本気で物理学者になり
たいとも思っていたのです。
大学は、確か、中央大学理工、理科大理、早稲田大学理工、理科

大学理工、東京工業大学の順に受けました。すべて物理学科のある
大学だけを受けました。第一志望は東京工業大学でした。早稲田理
工へ行けばサッカー部に入れると思っていました。
東工大と早稲田と理大理は問題の分量に圧倒されて、時間内に解

くことが出来ませんでした。大半が手つかずで残りました。私は公
式は覚えず、問題ごとに必要なら、先に公式を試験用紙の裏で導い
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ておき、それを使う。知らない問題でもその場で問題の意味を理解
して解くというやり方でした。いま思えば、とても時間のかかるや
り方だったのです。
結局、中央大学理工と理科大学理工に受かりました。当時、サッ

カーでは、中央大は No.1の早稲田の次の No.２でした。
ずっと後にここ阿南に来て知ったことです。当時の早稲田大サッ

カー部には、ディフェンダーの岡田武史氏がいました。彼は１浪の
ため私と同学年だったようです。彼は、いまやレジェンド監督に
なっています。４年にはセンターフォワードの西野朗氏がいまし
た。彼ははすでに１年生時代から日本代表でした。ハンサムルッキ
ングで女性の人気者でした。その世代にはディフェンダーの加藤久
選手がいました。早稲田の黄金期だったのです。だから、私がナン
バー２の中央大へ行けば、まだサッカーへ戻ることは可能でした。
一応浪人も考えました。それで駿台予備校の東大理 IIIコースと

いう試験を受けてみました。ここも問題は難しくはないのですが、
問題の量が多く、半分に到達できませんでした。私の頭の回転ス
ピードではかなわなかったのです。受かれば浪人してもいいと思
いました。しかし、その時に東大は自分に向いていないと直感的に
思いました。それで、結局、たいした部活のない理科大理工の物理
学科を私は選択したのです。これは「もう俺はサッカーを止めるん
だ」と自分自身に思わせるための選択だったのです。
入学すると、理大理工にもサッカー部がありました。理工学部の

ある東部野田線の運河駅近辺には何もなかったのです。それで、他
にすることもなかったのです。だから、大半の学生はパチンコや麻
雀で暇つぶししていました。我々サッカー部も試験がなければ、練
習後にだれかの部屋へ行って麻雀して徹夜する。翌日の授業はサボ
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る。そんな生活をしていました。
そんなふうに、私は最初の２年はサッカー部に所属し、まだサッ

カーをそれなりに続けていました。１年ですぐにエースになり活躍
していました。だから、まだその頃、高校までのサッカー選手の道
へ戻るか、戻るならまだ遅くない。そうも考えていたのです。
私の家系は代々甲府の宝石加工業です。だれも学者になったもの

はいませんでした。大学へ行ったものもいませんでした。そんな家
系の兄弟姉妹の最初の子供の最初が私でした。だから、私の前に大
学に行ったものは誰もいませんでした。私が最初の大学進学者だと
思っていたのです。
ところで、昨年４月５日に、私の父がなくなりました。翌日の葬

式で久しぶりに私は叔母に会いました。その叔母が、山梨大学教育
学部出身者だったのです。面白いことに、叔母は最近イベルメクチ
ンでノーベル生理医学賞をもらった大村智博士の旧友だったので
す。教養時代一緒に勉強したと言っていました。この叔母は、山梨
英和学院の看板の英語と音楽の先生になりました。この学校はカナ
ダのカソリックのミッション系です。だから、叔母はカソリックの
クリスチャンです。ちなみに、私は仏教徒です。曹洞宗。しかしな
がら、これは当時の私の知らない話だったのです。
そんなわけで、本当に自分が物理学者になれるかどうか、当時は

理科大に進学は出来たものの確信が持てなかったのです。それで、
私は、せっかく朝永振一郎先生が講演に来られる。だったら、ぜひ
一度「サッカー選手が理論物理学者になれるかどうか」先生に聞こ
うと思ったのです。だから、絶対にそのセミナーに参加するつもり
だったのです。
だから、キャンディーズのコンサートは知っていたのかもしれま
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せんが、全く気にもしなかった。当然、私は、キャンディーズの突
然の解散宣言のことなど知る由もありません。
私はそれをどこで知ったのでしょうか？
おそらく、私はそのセミナーハウスの食堂のテレビか何かで

ニュースで聞いたのだろうと思います。
とにかく、当時の私はキャンディーズどころではなかったので

す。もし朝永先生から、「それは難しいよ」と言われたら、私はサッ
カーへ戻ろうと考えていたのです。当時は、正月に帰省する度に、
高校時代の監督から甲府クラブに入れと言われていたからです。
高校時代の平林監督は甲府クラブの現役選手兼コーチで、当時の

１級審判員の免許を持っていました。中学時代の岩田利男監督は、
甲府クラブの創設者で初代監督でした。彼は私の父の旧制甲府中学
時代の５年後輩でした。よく知っていたのです。戦時中にすごく父
から助けてもらったと言っていました。それで今度は私が先生から
非常に丁寧にサッカーを指導していただくことが出来たのです。
元々私は幼少期から野球をして育ってきました。我々の時代の遊

びは野原や田んぼの草野球でした。町内会のソフトボール大会が
あり、私は参加枠最年少の小３からレギュラーでした。小学校では
高学年でやっと部活に入れました。私は小５小６で野球部でした。
サッカーも好きである程度上手でした。しかし、当時は甲府市の小
学校にサッカー部というものはありませんでした。サッカーは学校
の冬の体育で行う種目だったのです。
それで中１には中学の野球部に入りました。その時の同級生はそ

の小学校時代の県大会優勝チームでした。彼らがそっくり入ってき
たのです。だから中１時代に期待していました。
しかし、監督が練習を見に来ないのです。先輩はろくな選手がい
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ませんでした。それが原因でろくな練習ができませんでした。
中２になって野球部に問題が起こりました。我々が２年生になっ

た時、私はこの２年生チームの主将でした。監督から抜擢されまし
た。私は野球もうまく一番成績が良かったのです。
我々は新人戦の市内の地区予選に出たのです。我チームは小学校

の県大会優勝チームでした。その時の最優秀選手だったピッチャー
のいる中学チームです。それが初戦の１回戦でいいところなく負け
てしまったのです。はっきり言って練習不足でした。
選手たちの落胆はものすごかったのです。我々のチームのエース

の女房役のキャッチャーが、「井口、俺もう辞める」と言って野球部
を辞めました。こういう具合で見込みのある選手たちがごっそり止
めました。我チームは県大会の優勝メンバーだった選手たちです。
私はどうすることもできず、毎日家で不満をぶつけていました。一
人でグランドで素振りしている日々でした。そして、夏休みが来ま
した。
夏休みを終わって戻ってみれば、残った選手たちは部室にたむろ

してタバコを吸う、夜遊びはする。まったく不良チームになってい
ました。そういうチームに変わってしまったのです。それで、私は
中２の秋に、思い悩みに悩みました。それで私はついにサッカー部
へ転向したのです。
その時に岩田先生が一からサッカーの手ほどきをしてくれまし

た。最初は転び方、受け身からでした。
岩田先生は日体大サッカー部出身で、戦前の日本代表のメンバー

でした。日本がまだW杯どころか、五輪すら夢のまた夢の時代の
フォワードの選手でした。だから、常に日本で国際親善マッチがあ
るときには、先生に東京の国立競技場への招待切符が送られてき
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ていました。国立競技場には先生のための座席がありました。その
場所は、向こう正面の中央真ん中あたりでした。私は、一度高３の
時、日本代表とバイエルン・ミュンヘンの試合の時の切符を頂いた
ことがあったのです。少年が１人ポツンと向こう側に正面ど真ん中
に座って見ていたのです。その長方形の招待席の一帯には私しかい
ませんでした。その外は満員でした。
岩田先生は当時市内の中学校のサッカー部界のボスでした。その

先生から基本技術を叩き込まれたのです。ドルブル、リフティン
グ、パス、ヘディング。夏休み中の合宿は非常にきつかった。私は
リフティングをとにかく５００回突破できるように努力しました。
サッカー雑誌を買ってペレのプレーを分解写真を真似して会得しま
した。私はすぐに他の選手たちに追いつきました。こうして３年に
は、私は、ある選手の怪我の代役をきっかけに、すぐにレギュラー
になることができました。
この夏休み打倒韮崎ということで、県内の中学校のサッカー部の

優秀選手が集まる夏合宿が石和中でありました。私はそれに飛び入
りで参加しろと先生に言われて参加させてもらったのです。これは
真夏の非常にきつい合宿でした。そこで、私のサッカー部の技術は
遜色ないと確信したのです。むしろ、技術的な面では私が勝ってい
たのです。それが大変な自信を生みました。また合宿に参加した他
校の優秀選手たちとの友情が生まれました。
我々のチームは３年次は県内の大きな大会５つのうち３つで優勝

しました。うち春の関東大会と秋の全国大会のときだけ負けたので
す。それらは引き分け PK戦と引き分け抽選負けで敗退でした。最
初は韮崎東、後は韮崎西に負けました。それ以外は我々は一度も負
けませんでした。
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こうして高校は進学校に入りました。そこの弱小サッカー部に
入りました。毎回１回戦ボーイの進学校のサッカー部です。だか
ら、私は１年ですぐにレギュラーになりました。センタートップで
した。
ところが、夏合宿の時、若い新任監督の繰り出す練習が厳しすぎ

て、2、3年生がすっぱり全員辞めてしまったのです。なにぶん我が
校は、県下１、２の進学校です。総合選抜の時代の時です。共通一
次のない時代の話です。我々の２年後から共通一次が始まったので
す。同級生もかなりの選手が勉強を優先して止めていきました。
結局、能天気なサッカー好きの我々 1年生１１人だけが残されま

した。当然、私がキャプテンになりました。１１人で練習です。し
かし実際の練習では数人しか集まらない。試合も１１人。試合５分
前にやっと集まるというようなレベルでした。しかし、１１人のそ
のまま新人戦になってしまったのです。新人戦は通常２年生のもの
です。しかし、我々１年生で出る他なかったのです。
初戦がいきなり優勝候補の韮崎高校でした。しかも２年後に韮崎

で初のサッカーの高校総体が決まっていて、サッカー強化中の韮崎
高校でした。相手の監督は横森監督でした。彼は新人で赴任したば
かりの頃でした。いまでは彼は山梨学院大付属高の総監督に君臨し
ている人です。
意外にもその競合韮崎相手に、たった１１人の県の公立進学校の

我々は非常に善戦したのです。結局、予想外の驚きの０－１で敗戦
でした。試合は本当に一進一退だったのです。何度か我々が得点で
きそうになったのです。しかし最後には体力差が出てきて、練習不
足の我々が突き放された。試合途中から、横森監督は立ち上がって
絶叫で怒鳴り散らす。こっちは、私のバリトンの声がグランド全体
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をこだますような指揮をとる。そういう大熱戦だったのです。
この一見たわいない試合が大事だったのです。我々すらその価値

をその時は知りませんでした。やっぱり歯が立たないなと思っただ
けでした。実はこれが翌年度に影響したのです。
翌年度に１年生が２５人ほど大量に入ってきたのです。一気に

我々は３５人ほどの大所帯に変わったのです。我々は進学校なのに
優勝候補のサッカーの韮崎といい勝負をするサッカー進学校という
ことになっていたのです。これで非常にいいチームが出来ました。
そこへ新任の平林監督がきたわけです。我々はよく指導してもら

えました。最初に体力測定から入りました。選手の個性や適正を見
るというかなり現代的な進んだものです。サッカーの科学的練習法
です。いまなら当たり前。しかし当時は最先端でした。
監督が甲府クラブで忙しい時は、私が練習メニューをもらってそ

れにしたがって練習していました。監督が審判業務で忙しくなる
と、私が授業中に教科書にサッカー本を隠しながらサッカー部の練
習メニューを立てていました。だから、高２のときには成績がドン
ドン下がってしまいました。学年で下の方に入っていました。数学
で初の赤点もとりました。たしか三角関数の始まったあたりでしょ
うか？ とにかく勉強する時間がなく、帰れば寝るだけでした。し
かしサッカー部はドンドン強くなりました。
そして１年後の新人戦になったのです。ここで創立 10年ぶり我

が校は県ベスト４になりました。我が校は当時創立 11年目でした。
ベスト８で韮崎と対戦しました。今度は延長 1-0 で勝ったのです。
これは県内に衝撃を与えたのです。当時韮崎が県内で負けたのでは
７年ぶりとか１４年ぶりとか、色々騒がれたのです。これもまた翌
年の新入生を多く呼び込みました。なにぶん、山梨甲府の人は、文
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武両道の人が大好きだからなのです。
一方、敗戦したほうの韮崎にも衝撃でした。翌年に韮崎高校は、

韮崎で開催予定のサッカーの高校総体に出場するのです。それに合
わせて１年生から強化しているチームが、無名の進学校のサッカー
部に負けてしまったのです。ここから、彼らはさらなる強化策に
打って出たのです。選手たちが寮生活に入るようなったのです。
次の準決勝の試合は、土曜の午後の試合でした。昔は土曜日にも

授業がありました。その放課後、我が高の男子生徒たちが試合会場
の高校へどどっと押し寄せたのです。当時は一般生徒が、サッカー
コートの真横に集団で取り巻いて、立っての応援です。観客の一般
高校生が、真横や真後ろから大声で叫ぶわけです。GKやディフェ
ンダーはビビリます。プレーへの集中が切れます。
結局、我がチームは大方の予想外の敗戦でした。下馬評でも私も

我々が圧勝すると見ていました。しかし、我々は試合の６割を支配
したのですが、相手のたったの３回のカウンターで３点とられて
０－３で敗戦しました。GKが周りにたむろす同校生徒たちに囃し
立てられて、平常心でプレーできなくなっていたのです。こうして
私のサッカー人生は終わったのです。
私はその試合後第二試合の会場の横でユニフォームのまま、３０

分ほどただひたすら号泣していました。どうやっても立つ力が入ら
ず、涙が止めようにも止まらなかったのです。だから、最近キャン
ディーズが解散宣言した後に泣き崩れた場面を YouTubeで見た時
はよく理解できました。力が抜けるのです。そして無性に涙が流れ
落ちるのです。
この年の高３の夏のインターハイは、韮崎で行われることになっ

ていました。それで、高３になる春休みに韮崎から招待されまし
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た。これは例の韮崎の強化策の一貫でした。その時、我々は静岡の
浜名高校と練習試合を行いました。これは小雨の降る中、韮崎高校
の非常に滑りやすい赤土の上での試合でした。いまのような芝生の
時代ではありません。小石やぺんぺん草のある土の公立校グランド
の上で、我々は試合する他なかったのです。芝生のグランドは県で
１つしかありませんでした。当時は県立陸上競技場だけでした。
試合開始５分でいきなり私がドリブルで突破し、私が利き足では

ない左足でシュート。しかし、それはゴールの左サイドネットに突
き刺さり、ゴールならずでした。前半の最初の１５分は我々がワン
サイドで圧倒していました。しかし徐々に挽回されました。何度か
のカウンターで失点しました。結果は 0－３でした。
その試合の後、浜名高の監督からこちらの監督へ私を転校受け入

れの誘いがあったのです。当時私はこの浜名高校がその頃のイン
ターハイの２連覇の覇者だったことを知りませんでした。実はこの
時、彼ら浜名高校は３連覇を狙っていたのです。このことは、１０
数年前にネットではじめて知ったことです。
その後、我々は静岡からも練習マッチの大会に参加要請が来まし

た。そこで、全国から来たいくつかの高校と計４試合ほどして帰っ
たのです。我々新３年生はすでに引退していました。しかし、せっ
かくのめったにないオファーだから、みな参加費用をどうにか工面
して記念にと参加したのです。
３年度になりました。予想通り、新入生がまた２０人台入りまし

た。ついに総勢５０人ほどの大所帯になったのです。我チームは
たった１１人出発、常時練習は数人しか集まらない。そんなチーム
から出発したのです。それが、いまや５０人以上のサッカー部らし
いサッカー部になったのです。いろいろな練習ができるようにな



924 あとがき

りました。ここから数年我チームは県ベスト４の常連に変わるの
です。
そしていよいよ夏のインターハイが来ました。我々新３年生の３

人だけこれにぜひ出てくれと監督に要請されました。縦の中核の３
人だけ残りました。トップの志村選手、センターハーフの私、右セ
ンターバックの塩野選手。こうして、我々３人の３年と他全員１、
２年のチームで参加したのです。
このチームは結構強かった。激戦を制し、順調に勝ち上がりまし

た。本戦が韮崎で行われたために韮崎は無条件で本戦出場が決まっ
ていました。それで２位以上であれば、全国大会へ出場でした。
ところが、組み合わせ上、我々は準決勝で再び韮崎と対戦になっ

てしました。今度は、０－１で敗戦したのです。おそらく我がチー
ムにもっと３年生がいたらもっと強かったでしょう。しかし、１、
２年生がメインのチームで相手は全員３年です。その差が出たの
です。非常にいい試合だったが、最後の最後に粘り負けの敗戦で
した。
結局我々４位入賞ということで、全国大会に出場はできませんで

した。全国大会には別ブロックの石和高校が出ました。そのエース
は中学のあの夏の合宿で仲の良くなった青柳選手でした。おそら
く、逆の立場だったら、我々が韮崎の全国大会へ出場したでしょう。
その夏の本戦で韮崎は地元開催の大会の主役になりました。その

時のエースが主将の塚田選手とトップの山寺選手でした。横森監督
率いる彼ら韮崎はついに山梨県初の全国制覇を成し遂げました。結
局、あの３連覇を狙った浜名高校を阻止したのがこの韮崎高校で
した。
この大会の県予選の好印象が元で、私に早稲田大学のサッカー推
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薦が来たようなのです。一方、塚田選手はこの大会で U １８日本
代表のメンバー候補２５人に選出されました。しかし、最終選考の
１９人には落選しました。彼はすこし小柄だったのです。ずっと後
に、彼は Jリーグが誕生した時のガンバ大阪の初代監督を引き受け
ました。一方、甲府クラブは後に J２のヴァンフォーレ甲府になり
ました。彼はヴァンフォーレ甲府の２代目の監督になりました。
この夏のインターハイが終わると、私は大学受験に切り替えまし

た。夏休みをフルに使い、日に１４時間の猛勉強を行ったのです。
しかし夏休み後の成績は思ったように伸びませんでした。今から思
えば、１日に学ぶ量が多すぎて処理しきれなかったのです。単に問
題のノルマの数だけをこなしていたに過ぎなかったのです。一種の
自慰行為でした。
それから１ヶ月ほどスランプに陥りました。やる気が失せたので

す。それから抜け出せたのは、試しに１日１問の深夜のラジオの旺
文社の大学受験ラジオ講座です。１日１問でいいから、きちんと理
解して次へ行くというスタイルでした。これが功を奏しました。私
には塾のスタイルより、こっちの方が性に合っていたようです。
受験直前の最後の基準テストでは、数学で初めて我が高校の秀才

君たちの誰も解けない問題を私だけが偶然解けたのです。その問題
は初めて見たのですが、試験中にあるアイデアが閃いたのです。そ
れにしたがってとくと、初めてみたその問題がきれいに簡単に解け
たのです。私は当時はサッカーしかできませんでした。だから、こ
の最後の最後の数学の成績は非常に自信になりました。
当時の我が校には同級生に雪江明彦君がいました。私の母は彼の

母の洋品店でよく買い物をしていたのです。それで、母同士は知り
合いでした。だから、私は母から、雪江洋品店の息子は優秀らしい
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ぞという話は結構子供の頃から聞き知っていたのです。私は、その
時のテストの点数が初めて数学の天才雪江明彦君と同じだったの
です。
彼は高校１年から高木貞治の分厚い解析概論を読んでいたので

す。一度彼に私はその本は何だと聞いたことがあったのです。彼が
数学者になることは高校時代から知っていました。だから、サッ
カーしか知らない私でしたが、どういうわけか解析概論という物が
あることは知っていました。また、「東大への数学」という参考書
があることも彼の持ち歩くものから知ってはいたのです。
彼はのちに難なく東大数学へ進学します。そこで広中平祐博士が

数学フィールズ賞をとった後で彼から目をつけられます。彼は、広
中平祐氏のフィールズ賞を記念してできた米留学プログラムに乗っ
て、アメリカのハーバード大学へ留学に行くことになったのです。
いまでは、日本を代表する数学者の１人になっています。いまは京
都大学の看板教授です。
我々の学年には、他に石川修六君がいました。彼はバスケット部

でした。彼はたしか現役で京都大学理学部へ合格しました。後に彼
は大阪市立大物理の教授になりました。
こういう長いサッカー生活のもろもろの事情がありました。私の

高校時代の知り合い関係者が甲府クラブの監督やコーチだったわけ
です。彼らからいつでも甲府クラブへ入れてやるから入れと言われ
ていたのです。これは実は阪大院生時代まで続いていたのです。だ
から、私は大学２年の時には、まだまだサッカーへ戻ろうと思えば
戻れるチャンスがあったのです。私は本当に悩みに悩んだのです。
そして、私は朝永先生に質問できるチャンスを待っていたので

す。そのセミナーでついに朝永先生の講演前に先生と二人になる
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チャンスがありました。そこで、私は
「先生、ちょっと質問があります。よろしいでしょうか？」
と聞いたのです。すると、朝永先生は
「いまは講演前だから、悪いけど質問は講演後にまた来てくれま
せんか」
とお答えになったのです。しかたなく、私は先生の言葉に従い講

演後を待ちました。
しかしその時は朝永先生は他の学生たちにもみくちゃになったの

です。だから、私は出遅れました。それで、私はもう朝永先生に近
づくことが出来ませんでした。先生の周りに大集団が取り巻く中、
すぐにおつきの人が自動車につれていきました。そして、先生は
あっという間に車ですぐにお帰りになられました。こうして、永遠
にこの質問を先生に聞くことができなくなったのです。なぜなら、
先生はこの翌年ご逝去してしまったからです。
それで、私は自分でそれを調べようと思いました。そのセミナー

の後に、私は古今東西の小説や学者の自伝や伝記を本を買ったり、
図書館で借りたりしながら読み明かしました。結局、レフ・ダビド
ビッチ・ランダウと長岡半太郎先生だけが、その答えを用意してい
ました。答えは、
「サッカー選手がいまから理論物理学者に転向しても大丈夫だ」
「まだ間に合う」
というものだったのです。
それで、私はその２年の秋から正式にサッカー部を退部しまし

た。そしてディラックの量子力学の英語の本を買いました。量子力
学は英語で勉強しようと考えたのです。
私は１０月生まれでした。ちょうどその頃私は成人を迎えたので
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す。山梨の成人式には帰りませんでした。その代わりにその時の写
真を千葉の地元の写真館で撮りました。それから、私は口ひげを伸
ばすようになったのです。私の口ひげは、物理学者への決意の表れ
だったのです。
そして、翌年の長い春休みを使って、理論物理へ行くのだからま

ずは数学をものにしようと計画したのです。それで、私はロシアの
スミルノフ数学教程全１２巻を買いました。春休みの２ヶ月の間
に、それを全部学ぶつもりでした。そして、実際に１日に５時間睡
眠で頑張って勉強したのです。春先に勉強しているとすぐに眠くな
ります。それで、立って勉強できるように、下宿に塾で使うような
大きなホワイトボードを買いました。私は計算をその上でしたので
す。だから、４畳半の下宿の半分がホワイトボードで仕切りになる
という部屋でした。
結局、スミルノフの第６巻のほぼ途中までしかいけませんでし

た。その辺で、新年度の３年が始まったのです。この計画はそこま
でで終わりでした。私が近眼になったのはこれが原因でした。実
際、受験勉強のときより勉強したのです。
しかし、そのおかげか、その頃には同じ学年で一番数学ができる

方に変わっていたのです。１，２年は優が８個程度だったものが、
優が一気に倍以上になりました。３年次終了にはもう４年卒業の単
位数を超えていました。こうして、本格的に４年次は大学院入試だ
けに集中できるようになったのです。
そして、大学院は、受験に日程上、阪大基礎工数理系、京都大学

理物、東北大学理物の順で３つだけ受ける予定でした。最初が阪大
基礎工数理系でした。そこは、合格者定員たった８人だけの超難関
だったのです。４０数人中８人。まず落ちるだろうと思っていまし
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た。その阪大基礎工がいきなり受かってしまったのです。
実は試験前日の晩、私はホテルでなぜかわからない理由で３９度

の高熱を出したのです。いま思えば、インフルエンザにかかったの
でしょう。それで、家に電話して父親に保険証を持ってきて欲しい
と言って来てもらったのです。父はわざわざ山梨から夜中に自動車
で豊中まで来てくれたのです。そして必要なものを私に渡してすぐ
に引き返しました。そしてその夜、私は急患としてタクシーで豊中
市民病院へ連れて行ってもらいました。そこで白いナースキャップ
の看護婦から点滴を受けました。そして薬をもらって支払いをす
ませてホテルへ帰ったのです。後は寝坊しないように起きるだけ
です。
翌朝には熱は下がりましたが、まだ頭は平常ではありませんで

した。とにかく試験前は何もせず、何も考えず、「僕は嘱望された
サッカーを止めて物理学者になろうとするんだ。そんな僕がこの世
界で何かする役目があるとすれば、きっと合格できるに違いない」
とだけ信じて受けたのです。そうすると、試験が始まって意外にも
非常に落ち着きました。頭が爽快になりクリアになったのです。そ
して、１次試験が合格になったのです。２次試験の面接があり、私
は数理系で受けたのですが、問題は選択できたので、物性系の問題
で受けたのです。
それで、数理系のボスの高木修二教授から物性系の教授が OKを

言えば良いということで、今度は物性系の中村伝教授と面接をした
のです。だから、私は二度面接を受けたのです。彼は「ここで何を
やりたいのか？」と私に聞きました。私は卒論が「ブラウン運動の
理論」だったのです。だから、私は「ブラウン運動の量子力学版が
あるはずだと思うので、それをしたくて阪大の数理を受けました」
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と答えました。彼は「そんなのは面白くないよ。でも、まあ良いで
しょう」と笑いながら採用してくれることになりました。これで私
の阪大基礎工合格が決まったのです。
翌日私はお世話になった豊中市民病院へ行きました。行く途中、

花屋でバラの花を一束買いました。看護婦さんへの合格のお礼とし
てその花束を贈ろうと思ったのです。病院でその担当の看護婦さん
を呼び出してもらったのです。そして、私はその看護婦さんに「お
かげでなんとか阪大大学院に合格できました。ありがとうござい
ました」と言いました。そう言って、バラの花束を渡しました。す
ると、彼女は「やあ、感激やわ－。こんなことあるんやねー」と大
阪弁で喜んだのです。私はお辞儀して、すぐに千葉の下宿へ戻りま
した。
次は京都大学の理学部の物理でした。たしか、当時京都の物理は

二つに分かれていました。物性と素粒子です。私は物性の方を受け
ました。物性は大所帯でした。だから、比較的合格者定員の人数の
多かったのです。しかしながら、その京都大学で失敗しました。あ
る式の符号を間違えたのです。それですべて系統的に間違いまし
た。また実験の問題が多く、理論の私は実験したことのないもので
した。特に、ファブリペロの光学実験は、我々の理科大には物理実
験に入っていませんでした。これで失敗しました。時間中にはそれ
に答えることができなかったのです。
京大に行った高校の同級生たちが応援に来ていました。彼ら高校

の同級生にだめだったというと、その晩は晩飯を食べに寿司屋へ行
き、残念会をしてくれました。鴨川の河原を深夜に３人で高校の校
歌を歌いながら彼の下宿へ向かいました。その夜は彼の下宿の世話
になりました。東北大学はもう受けませんでした。
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こうして、晴れて大阪大学基礎工学部へ入学することになりまし
た。これから私が本格的に理論物理学者への道を歩むことになった
というわけなのです。
そのときには、すでにキャンディーズは解散していました。だか

ら、私にとってキャンディーズとの接点がもしあったとすれば、あ
の１９７７年の７月１７日しかなかったのです。あの頃ならキャン
ディーズのコンサートへ行っても何も問題なかったのです。
事実、いまなら、朝永振一郎博士にその質問をする必要がなかっ

たことを知っているのです。なぜなら、なぜランダウと長岡半太郎
が、大丈夫と考えたかの理由を知っているからなのです。
彼らの時代のヒーローはデンマーク人のニールス・ボーアでし

た。原子の太陽系モデルで前期量子論を確立した物理学者です。量
子力学発見の立役者です。彼の弟はハラルド・ボーアといいます。
２歳年下です。
彼らはともに若い頃サッカーをしていました。デンマークはサッ

カーの強豪国です。弟はデンマークのユースの代表の GK になれ
るほどでした。しかし両者ともにサッカーで怪我をしました。そし
て兄は理論物理学者、弟は数学者になったのです。
後に兄は物理学で革命を起こしました。弟は数学で革命を起こ

しました。ハラルド・ボーアがアメリカの早熟の天才ノーバート・
ウィーナーと協力して、現代確率論の誕生を促したのです。
ロシアの天才ランダウの先生はニールス・ボーアでした。日本の

長岡半太郎は原子の土星モデルを考えました。彼のライバルもニー
ルス・ボーアでした。だから、彼らはニールス・ボーアやその弟が
数学者で元サッカー選手だったことを知っていたはずなのです。
つまり、事実として、「少年サッカー選手が後に世界最高の数学
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者や理論物理学者になった」例が存在したのです。
だから、私があのコンサートへ行ったとしても何も問題はなかっ

たのです。朝永振一郎先生にその質問を聞く必要は本来なかったの
です。
そんなわけで、もしあの時、私があの突然の解散宣言のコンサー

トへ行っていたら、どうなったのでしょうか？ 私の状況は大きく変
わっていたのかもしれません。ミキさんを見て、きっと感動したこ
とでしょう。ひょっとしたら、私は物理ではなく、サッカーへ戻っ
たかもしれません。
それからだいぶ時間が立ちました。私は住友セメント、ユタ大留

学、富士通、理研と勤務しました。私が理研にいた１９９３年から
１９９６年の間に神戸阪神淡路の大地震がありました。１９９５年
１月１７日です。私がよく知っている町並みが倒壊しました。三宮
が倒壊しました。
そして、１９９６年春からここ阿南に来ていました。子育ての

真っ最中です。私には２人の年子の男の子がありました。その２人
の育児や面倒で大忙しの日々でした。引っ越しから１５年後の２０
１１年には、息子たちは立派な少年に成長しました。大学へそれぞ
れ進学し、私は比較的時間ができたのです。それで、ネットでブロ
グを書いていましたが、それに集中できるようになったのです。
私は、阪神の大地震を調べ始め、地震予知の問題を研究し始めた

のです。地震予知は可能かどうかいろいろこの時期に調べ始めたの
です。むろん、その前から、さまざまの未知の現象を個人的に調べ
ていました。
そんな矢先のことでした。２０１１年３月１１日に我が国は東日

本大震災に陥りました。それで、私はこの地震のことを私のブログ
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に毎日書き込んでいたのです。みなさんのご承知のとおりです。そ
の東日本大震災後の４月２２日にキャンディーズのスーさんが亡く
なりました。
一方、私はその震災の国内の預言者の３人の１人として少し有名

になったのです。私のブログの地震予知および東日本大震災にまつ
わる陰謀の解明などの活動で少し知られるようになりました。東
日本大震災は、自然災害ではなく、人工的な核爆弾による連発地震
だったのです。それを科学的に当時得られるさまざまの地震データ
を分析して、割り出したのです。それでヒカルランドからニコラ・
テスラ関係の本を出すことになりました。それが基で、次にニコ
ラ・テスラの１８９２年のイギリスの電気工学会議における講演の
記録の本を翻訳しました。
こうして、私はスーさんを通じて２０１１年でキャンディー

ズとの接点が出来たわけです。そして、昨年の暮れに偶然、その
YouTube でスーさんこと田中好子さんの葬式にミキさんとランさ
んが出ていた弔事の場面を見たのです。それから、キャンディーズ
の昔の映像が私の YouTubeのおすすめに出るようになったという
わけです。
それがきっかけで、私は昨年暮れからこうしてキャンディーズを

好きになりました。それが私の力になってくれたのです。長くなり
ましたが、これが本当のところだったのです。
そもそもこのキャンディーズに接することがなければ、ここまで

昔のことを思い出すことは出来ませんでした。２０２０年以前はこ
の時代のことは、私にとって遠い過ぎ去った時代の記憶にすぎませ
んでした。完全に記憶の彼方に飛んでしまっていたのです。
実際、数年前に私は山梨の中学の同窓会や高校サッカー部員との
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会合に出ました。その時は昔のことは本人を目の前にしても全く思
い出せなかったのです。しかし、いまならこうしてなめらかに思い
出せるのです。本当に不思議です。
いずれにせよ、そのキャンディーズの昔の歌声を YouTubeに残

してくれた当時の若いファンだった方々にも心より感謝したいと
思います。どうもありがとうございました。あなた方の編集された
優れた YouTubeの動画や歌がなければ、どうなったでしょうか？
私は一過性の脳梗塞の時は本当に乗り越えることは難しかったかも
しれません。うつ病になったかもしれません。本当に気が紛れまし
た。気が晴れました。本当にありがとう。
１９７７年４月４日の後楽園球場の５万５千人のファイナルカー

ニバルがありました。その最後にランさんとミキさんとスーさんは
次のように言いました。ランさんは、こう言いました。

「キャンディーズはすばらしいです。キャンディーズは最高
です。私たち３人はすべてをかけてきました。ファンのみな
さんがわたしたちをここまで作り上げてくれたんです。いま
最高のまま解散したいと思います。」

ミキさんは、こう言いました。

「子供の頃から始めたキャンディーズです。その頃の決心を
ずっと貫きに通すと決めて、努力を重ねてきました。それ
がすべてできました。純粋なまま、いまこの瞬間に終わり
ます」

そして、スーさんは、こう言いました。
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「最後に、わたしたち３人の長年の夢を実現できて本当にう
れしく思います。みなさん、本当に長い間ありがとうござい
ました。」

私もここまで書いてまったく同じ気持ちです。
多くの私のファンおよび知人の後押しがあって、なんとかここま

でやり遂げることができました。本当にありがとうございました。
みなさんには心より感謝いたします。
今回のこの本は、私の遺作になると思って書いたのです。これが

私の最後の楽しみだと思って書きました。
しかし、所詮は頭のおかしな外野のフリーの理論物理学者の妄想

の類にすぎません。最後には結局、信じるか信じないかはあなた次
第なのです。
最後の最後にディスクレーマー (免責事項)を置いておきます。

編者　井口和基 Ph.D.
令和３年 (２０２１年) ６月１５日 (火)　阿南の自宅にて
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【ディスクレーマー (免責事項)】
・頭のイカれたクズ物理学者の戯言ですから、真剣に受け止め
ないでください。
・あくまで、自分個人のためのエッセイです。
・商品ではありません。無断コピーして人に配布および販売で
きません。
・写真や図は私が作成したものを除き、すべてネット上でサイ
トおよび YouTubeなどで公開されているものです。
・中に登場する個人および団体および組織のみなさんは、私に
文句言わないでください。
・中身を信じる信じないは、あなたのマスク次第、じゃなかっ
た、おむつ次第、じゃなかった、おつむ次第というやつです。
・この情報を基に君自身や君の家族が死んだり、何らかの不利
益や損害が起こったとしても、当局は一切関知しないからその
つもりでお願いします。
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